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＜ 海 外 情 勢 ＞  

 

「台湾有事」と「日本有事」  

―日本が考えるべき問題の本質は何か― 

 

「 台 湾 有 事 」が迫 っている。かつて安 倍 晋 三 元 首 相 は「 台 湾 有 事 は日 本 有 事

だ」と発 言 した。中 国 が台 湾 に侵 攻 することがあるのか。それは日 本 にとっても一 大

事 となるのか。台 湾 を巡 る様 々な全 体 像 を見 極 めてみよう。  

 

狙われる TSMC 

世界最大 の半導 体 製造企業 TSMC（ 台 湾 積 体 電 路 製 造 ） をめぐっ て、危 険

な情報が 浮上し て いる。 半 導 体 を専 門 に扱 っている企 業 （ フ ァ ウ ン ド リ 市

場 ） は現在、 台湾 の TSMC が世界最 大で、世 界のフ ァ ウンドリ 市場の 60％

以上を握 ってい る 。２位は サムス ン （ 韓 国 ） だが、シ ェアは 15％台で 、そ

の規模は 小さい 。 TSMC の時価総額 は 60 兆円を 越え ており、 トヨタ の 倍

以上。化 け物の よ うに巨大 な企業 で ある。  

 

TSMC は現在、ソ ニーと手 を組ん で 熊本に巨 大工場 を 建設中だ 。１兆 円

をつぎ込 む巨大 工 場には 3,000 人の 従業員が 働くと い う。さらに TSMC は

米国アリ ゾナ州 に も巨大な 工場を ２ つ同時に 建設中 で 、その投 資額は ５ 兆

5,000 億円以上 。 従業員 の 数は１ 万 人という から、 熊 本の比で はない 。   

TSMC が日本や米 国に次々 と巨大 工 場を建設 するの は 、本家の 台湾が 中

国 か ら 狙 われて い るからで はない か といった 噂 話は 以 前からあ った。  

昨 年 （ 2 022 年 ） 夏 以降、その TSMC の 株 を 、 ウォーレン・バフェットが大量 に

購入した 。 ウォ ー レン・バ フェッ ト とは、ジ ョージ ・ ソロス、 ジム・ ロ ジ

ャーズと 並んで 「 世 界 ３ 大 投 資 家 」と 呼 ば れ る 92 歳 の男。  
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日ごろか ら 「 50 年 以 上 持 っていても資 産 価 値 が下 がらない株 を買 うべきだ」

「 10 年 程 度 で売 ってしまうような株 は買 うべきではない」と 口 に し ていた 。 そ ん

なバフェ ットが 昨 年夏以降に 4 1 億 ドル（ 5, 60 0 億 円 以 上 ） の TSMC 株 を 購

入したの だ。 大 金 持ちの投 資家が 莫 大なカネで TSMC 株 を買っ た。 よ く あ

る話で、 誰も驚 か なかった 。庶民 か ら見れば 5,600 億 円は途方 もない 金 額

だが、な にしろ 超 大金持ち の話だ か ら、誰も 注目し な かった。 ところ が 昨

年末に、 バフェ ッ トは購入 した TSMC 株 の９割 を売 り払って しまっ た の

だ。これ までの バ フェット のやり 方 とは、明 らかに 違 って いる 。さら に バ

フェット は今年 に 入って、 手元に 残 っていた １割も 売 却したと いう。  

 

なぜバフ ェット は TMSC 株 を売っ てしまっ たのか 。 株券が 「 紙 くず」に な

ると考え た可能 性 が高い。 しかし 、 世界の半 導体市 場 の 60％以上 を握 る

TSMC 株 が 紙くず になるこ となど 、 あり得る だろう か 。  

今年５月 ２日に 、 米国の下 院議員 セ ス・モー ルトン が 「 もし中 国 が台 湾 に

攻 め込 んだら、TSMC の工 場 を爆 破 するというアイデアがあることを分 からせる必

要 がある」という ような発 言をし た 。これが 大きな 話 題になっ たのだ 。  

モールト ン議員 の 発言は、 「 中 国 は、TSMC の工 場 が欲 しくて台 湾 に攻 め込

むかもしれないが、工 場 を中 国 に渡 さないために、爆 破 してしまう」と いう意 味で

ある。そ うした ア イデアが 米国の 内 部にある のだ。  

バフェッ トは昨 年 秋にその 情報を 得 て、あわ てて TSMC 株 を売っ たの か

もしれな い。と い うことは 、バフ ェ ットは 「 中 国 軍 の台 湾 侵 攻 の日 は近 い」

と予測し たと考 え られる。  

 

中国軍台湾侵攻はあるか  

中国軍が 台湾に 侵 攻する可 能性は 、 極 め て 低 い。こ の 話は、本 紙が何 度

も記事に してき た 。その最 大の理 由 は、台湾 にある 故 宮博物院 の宝物 で あ

る 。 故宮 博物院 に は 68 万点以 上も の宝物が ある。 い ずれも中 国の秘 宝

だ。中国 の秘宝 と いうより 「 人 類 の至 宝 」と呼ん でも いい特別 な宝物 で あ

る。中国 各地に 秘 匿されて いた、 遥 か 古代か らの宝 物 を、清王 朝が大 金 を

はたいて 買い集 め たものだ 。 清と は 、日本の 江戸幕 府 が出来た ばかり の こ

ろに作ら れた王 朝 だ。最盛 期には 世 界最大の 国家と し て威勢を ふるっ た 。   

その清王 朝の末 期 に、紫禁 城に集 め られてい た宝物 は 117 万点もあ っ た

と い う 。  
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その後、 日本が 満 洲国をつ くり中 国 に圧力を かけた た め、日本 軍の攻 撃

から逃れ るため に 、宝物は １万数 千 箱の木箱 に 入れ ら れて中国 の南方 に 送

り出され た。第 二 次大戦が 終わっ て 日本軍が いなく な ったとき 、これ ら の

木 箱 は 再 び北 京 （ 当 時 の 北 平 ） に集 められた 。しか し 国共内戦 が激し く な

ってきた ため、 宝 物のすべ てを蒋 介 石が自ら 点検し 、 その中の 選りす ぐ り

の 宝 物 68 万 点 を 5,525 箱の木箱 に 移し、そ れを３ 回 に分けて 台湾に 送 っ

た の だ 。 こ の 5,525 箱の木箱 は、 激烈をき わめた 国 共内戦の 戦闘の 最 中に

運び出さ れたの だ が、木箱 の１つ に もキズが まった く ない。  

これは何 を意味 す るのか。  

蒋介石が 中国の 秘 宝を台湾 に持ち 出 すことに 毛沢東 が 同意し、 国 民 党 軍

（ 蒋 介 石 軍 ） と毛 沢東共産 党軍が 協 力して宝 物を台 湾 に送り届 けたと い う

ことを意 味する 。 共産党に とって も 大切な秘 宝だか ら 、毛沢東 軍もこ の 宝

物にキズ がつか な いように 見守っ た ことが理 解でき る 。  

中国人に とって 、 故宮博物 院の秘 宝 は、中国 人が先 祖 代々数千 年間も

守 り 続け た 、何 に もかえが たい大 切 な宝物な のだ。 も し中国軍 が台湾 に 侵

攻したら 、この 宝 物が破壊 されて し まう。そ んなこ と は、中国 軍には で き

ない。台 湾には 故 宮博物院 の秘宝 以 外にも、 中国人 に とって重 要な文 物 が

秘匿され ている な ど、 他 に もいく つ か理由が あるが 、 中国軍が 台湾に 侵 攻

する可能 性は低 い 。たぶん 、ゼロ だ 。中国と 台湾の 関 係を 「 共 産 主 義 と対

立 する自 由 主 義 陣 営 の争 闘 」と分 析 する学者 も多い が 、大陸と 台湾の 関 係

はそんな 単純な 話 でくくれ るもの で はない。  

 

台湾の一部が中国軍によって破壊される！  

中国軍が 全面戦 争 をしかけ て台湾 を 併合する 可能性 は 低い。低 いどこ ろ

かありえ ないだ ろ う。だが 小規模 な 戦闘をし かけて 、 台湾の機 能の一 部 を

破壊する 可能性 は 十分ある 。 TSMC の本拠地 は台湾 の 新竹市に あるが 、 こ

こは台北 から自 動 車で 84 キロの場 所。台北 から車 で 90 分ほど だ。 東京と

小田原ほ どの距 離 だろうか 。新 竹 市 は台湾海 峡に面 し 、大陸の 福州市 の 向

かい側だ 。米国 の モールト ン下院 議 員は 「 中 国 が台 湾 に侵 攻 してきたら

TSMC を破 壊 する」と脅して いるが 、 逆に、中 国軍が TSMC を破壊 するこ と

も考えら れない わ けではな い。だ が 私たちに とって 一 番 怖 い の は、中 国 軍

の台湾侵 攻のと き に日本に 火の粉 が 降りそそ ぐこと だ 。台湾有 事は日 本 有

事になる かもし れ ないのだ 。  
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台湾を訪 問中だ っ た トラス英 国 前 首 相 は ５ 月 17 日 、 「 台 湾 は自 由 と民 主

主 義 を求 める闘 争 の最 前 線 にある」と 演 説 。 「 西 側 諸 国 には連 帯 責 任 がある。

台 湾 を支 援 し、中 国 の行 動 の責 任 を追 及 するために全 力 を尽 くす必 要 がある」と

発言した 。この よ うな発言 は西側 陣 営にとっ ては当 然 のものだ 。  

米 国 の 「 戦 略 国 際 問 題 研 究 所 」のジ ョン・ヘ イムリ 所 長は 「 もし台 湾 海 峡

で戦 争 が勃 発 すれば、 1 0 日 以 内 に 500 機 の米 軍 機 が台 湾 海 峡 に飛 来 するだろ

う。米 軍 機 は韓 国 と日 本 からも離 陸 する可 能 性 がある」と語って いる。  

欧米社会 の人間 は 「 自 由 主 義 陣 営 の最 前 線 に立 つ台 湾 を守 るために、自 由

主 義 陣 営 は一 致 団 結 しなければならない」と口にす る。 その口車 に乗っ て しま

う日本人 も多い 。 だがよく 考えて ほ しい。欧 米やロ シ アの思想 戦、外 交 戦

の た め に 、アジ ア 人同士が 戦うこ と は避ける べきで は ないのか 。  

 

米国の戦 略国際 問 題研究所 は、台 湾 有事の際 には、 日 本の米軍 基地か ら

戦闘機が 台湾に 向 かうとい う。当 然 のことだ が、中 国 軍は台湾 侵攻の 際 に

米軍がや ってく る ことを想 定して い る。日本 の自衛 隊 がその支 援に回 る こ

と は 「 自 由 主 義 陣 営 に立 つ日 本 の責 務 だ」と考える 日 本人も多 い。  

問題の本 質を見 間 違え ては いけな い 。  

ロシアに よるウ ク ライナ侵 攻は、 ロ シアに非 がある 。 「 盗 人 （ ぬ す っ

と ） にも三 分 の理 」といわれ るよう に 、約束を 守らず に 東方に拡 大する

NATO が世界平 和 を乱して きたこ と も事実だ が、今 回 のロシア 軍ウク ラ イ

ナ侵攻は ロシア が 悪い。そ してこ れ は NATO 対 ロシアで決着さ せるべ き 問

題だ。ウ クライ ナ とロシア の戦争 、 あるいは NATO とロシアの対峙に 仲 裁

役を買っ て出る こ とは、覚 悟が備 わ った国が やるべ き ことだ。  

中 国 と台 湾 の関 係 を 「 自 由 主 義 と共 産 主 義 の戦 い」と 分析する ことは 間 違

っ て いる 。 間違 っ て いると はいい 過 ぎかもし れない 。 その面も ある。  

だが、中 国と台 湾 はもっと 深いと こ ろで複雑 な関係 を 持つ。西 欧的な 史

観 で 「 台 湾 は自 由 主 義 陣 営 」と 単純 に線引き しては な らない。  

 

蒋介石がつくった「中華民国」台湾  

現在の台 湾をつ く ったのは 蒋 介 石 だ 。  

台湾の歴 史を眺 め ると、先 住民族 の 時代や短 期間の オランダ統 治 時 代

（ 1 7 世 紀 ）、さら には明の 遺臣 鄭 成 功 （ て い せ い こ う ） が統治し た時代 、 そ

して清王 朝の統 治 、日本の 統治と い った長い 歴史が あ る。  
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そんな長 い歴史 は さておき 、現在 の 台湾をつ くった の は蒋介石 であ

る。ここ を見 間 違 え てはな らない 。  

蒋 介 石 は孫 文 （ 孫 中 山 ） と 共 に 清 王 朝 を倒 すための革 命 （ 辛 亥 革 命 ） に 参

加し、紆 余曲折 の 末、中国 を一つ に まとめあ げた政 治 家だ。だ が蒋介 石 の

国民党政 府は共 産 党軍を排 除でき な かった。 共産党 軍 を 殲 滅 し ようと 軍 隊

を進める 中の 1 936 年 に 「 西 安 事 件 」が起きた 。  

西安事件 とは、 中 国の中央 にある 都 市 西 安 （ 旧 名 ・ 長 安 ） で蒋介石 が共

産党軍に 拉致監 禁 された事 件であ る 。このと き拉致 さ れた蒋介 石は共 産 党

軍の周恩 来など に 脅 さ れ 、 共産党 軍 との戦闘 を中止 し 、共産党 軍と一 体 に

なって日 本軍に 対 抗する約 束を結 ん だといわ れる。  

しかし、 真相は 違 う 。 蒋介 石が拉 致 され、共 産党の 周 恩来に 脅 され 、 国

共 合 作 （ 蒋 介 石 国 民 党 軍 と 共 産 党 軍 の 合 体 ） に進んだ という話 は、蒋 介 石自

身がつく りあげ た 物語だ。 蒋介石 の 国民党軍 は強か っ た。  

 

な に し ろ 米 英 蘭 仏 （ 米 国 ・ 英 国 ・ オ ラ ン ダ ・ フ ラ ン ス ） などから 最新の 武

器兵器を 供与さ れ ていたか ら、強 い のが当然 だった 。 そのうえ に、日 本 軍

と戦うた めにソ 連 も蒋介石 軍に協 力 した。こ のまま 進 めば蒋介 石は中 国 全

土を完全 掌握す る ところだ った。 そ れなのに 蒋介石 は 、わざと 共産党 軍 に

つかまり 、周恩 来 の前に引 きずり だ され、 共 産 党 との和 解 （ 国 共 合 作 ） を

約束した 。わざ と 捕まった のだ。  

「 このまま国 民 党 政 府 軍 が勝 てば、国 民 党 政 府 軍 は米 英 蘭 仏 の傀 儡 （ か い ら

い ） になる。中 国 は西 欧 列 強 に従 属 する国 になってしまう。西 欧 の価 値 観 に呑 み

込 まれることは許 されない」  

そう考え た蒋介 石 は、わざ と共産 党 軍に 捕ま った と い うのだ。  

 

こ れ を 「 つくり話 」と考える 人がい る かもしれ ない。 だ がこの話 には根 拠

がある。 なによ り 当事者の 証言が あ る。 蒋介 石を 捕 ま え 、彼の 額に銃 を つ

きつけて 西安ま で 連行した 若い兵 士 がいたの だが、 そ の兵士は 後 に 中 国 共

産党軍の 将軍に な り、晩年 のある 日 、日本を 訪れ、 「 行 政 調 査 新 聞 社 」の松

本 州 弘 社 主 にその真 相 を証 言 しているの だ 。 他 に もい くつもの 証拠が あ る。  

俗 に 「 蒋 毛 密 約 （ 蒋 介 石 と 毛 沢 東 の 密 約 ） 」と呼ばれ るが、国 民党政 府 軍

と中国共 産党軍 は 、西欧の 価値観 と は 異なる 東洋的 価 値観で結 ばれて い た

の だ 。  
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東アジア文化圏は西欧とは異質な存在  

本 紙 「 行 政 調 査 新 聞 社 」は、地 方軽 視の中央 主導の 政 治のあり 様を是 正

しようと 、昭和 57 年 （ 1 98 2 年 ） に月刊紙と して創 刊 され、平成 16 年

（ 2 00 4 年 ） にはイ ンターネ ット版 も 発行する ように な った。  

社 主 は松 本 州 弘 だ った。松 本州弘 は 若いころ から東 ア ジアを舞 台に活 躍

を 続 け 、 孫 文 （ 孫 中 山 ）、 宮 崎 滔 天 と い っ た 「 大 アジア主 義 」の継承者 として

知られる 。 「 アジアには、西 欧 の価 値 観 とは違 う、アジア人 だけが理 解 できる価 値

観 がある」日 本 に 亡 命 していた孫 文 は 「 日 本 が西 洋 覇 道 の犬 となるか、あるいは

東 洋 王 道 の牙 城 となるか、日 本 国 民 が考 えるべきこと」といった 演説を 行 って

い る （ 大 正 13 年 1 1 月 ）。  

この演説 にもみ ら れる通り 、 孫 文 はアジア人 と し て 「 力 （ カ ネ や 軍 事 力 ） に

よる覇 道 ではなく、文 化 と、なにより理 念 の高 さで王 道 を求 めるべきだ」と 説 き 、

その言葉 は日本 人 に大きな 影響を 与 えた。  

詳細な理 論は別 と して、行 政調査 新 聞 社 の松 本州弘 社 主は、 孫 文 の 「 大

アジア主 義 」の理念 に生きた 人だ っ た 。 「 日 本 と中 国 が戦 争 をすることがある

かもしれない。だがそれは、英 米 や西 欧 の圧 力 の下 で行 われてはならない。ましてロ

シアの思 惑 に乗 って戦 うようなことは、断 じて避 けなければならない」― ―  

それが松 本州弘 の 思いだっ た。  

 

本 紙 は 松 本 州 弘 の遺 志 を引 き継 いで存 在 する 。  

本紙は、 西欧的 価 値観の中 で大陸 中 国と台湾 が争う こ とを望ま ない。 中

国人同士 が戦う こ とも、東 アジア が 西欧覇道 の争闘 に 巻き込ま れるこ と も

拒否する 。 視線 を 落とすこ となく 、 ほんの少 し先を 見 て歩こう 。  

背中を丸 めるこ と なく、胸 を張っ て 東洋人と しての 誇 りをも っ て前に 進

も う ―― 松本州 弘 社主は、 残され た 私たちに 「 生 きていく姿 勢 」を教授 さ れ

た 。 多く の人が 当 然として 受け止 め ている 「 日 本 の対 米 従 属 」とい うあ り方

を、いま こそ根 底 から考え 直すと き に来てい る。総 選 挙が近い かもし れ な

い。日本 人が 本 来 の日本を 取り戻 す 機会がま もなく や ってくる 。 ■  

 

  


